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２年生の道徳「まつりにこめられたおもい」の中で、地域で行われている「お法使祭」について、

馬場楠の上村隆一さんから話してもらいました。子どもたちは、上村さんの「皆さんは、地域であ

っているお祭りでは、どんな祭を知っていますか。」「祭は、何のためにあるのしょうか。」「お法使

祭はどうして４００年間も続いていると思いますか。」の問いに対して、一生懸命考えて答えていま

した。お話の中で、「祭は、人々の幸せを祈る、健康を祈る、作物の豊作を祈るためのものです。そ

して、祭は一人ではできないです。みんなが力を合わせて仲間になるために行います。みなさんの

学校生活の中でも、運動会などありますが、みんなで力を合わせてがんばってください。」このよう

なことを話されました。上村さんは、お法使祭について、色々と研究もされてもいますが、馬場楠

に、お法使祭がやって来た時には、実際に獅子舞を踊られるということです。今回、その獅子頭を

持って来られていて、子どもたちにその重さを

体感させられました。子どもたちは、見るのと

は違い、実際に持ってみて、その重さにびっく

りしていました。ゲストティーチャーに来ても

らったことにより、子どもたちの心に響く、深

い道徳の学習になりました。

みなみっこ集会（全校人権集会）を6月27日（木）にオープンスクールで行い、15名程

度の保護者や地域の方に参観していただきました。この集会では、それぞれの学年が、こ

れまでの人権学習をとおして学んだことを、自分たちの生活と重ねながら発表します。さ

らに、その発表に対して、聞いていた他の学年からのお返しもありましたので、深い学び

になりました。1年生は、かなしいかおにならないように「にこにこえがおだいさくせん

をがんばる。」「だいじょうぶ、どうしたの、と声をかける。」「ちくちくことばは言いませ

ん。」2年生は、とくちゃんのなかまたちを勉強して、「からだが大きい人を前はこわがっ

ていたけど、自分より大きい人でも、自分がいやだったらちゃんと言いたいです。」「いじ

わるをしている人には、だめだよと言います。」3年生は、もやもや書きというお勉強で、

「なかよしだからこそ、本当のことを伝えることが大切だと知りました。」「心のもやもや

をためこまずに、話してすっきりさせていきます。」このような発表をしました。4年生は、

みんなで考えたことという教材から、相手に伝える勇気と大切さを学び、「友だちの本当

の気持ちが知れてよかったです。」「友だちといっしょにがんばっていきたいです。」5年生

は、なこごて腹んたつという教材をもとに学習し、「伝えなければいけないことはきちん

と伝えます。」「自分たちのくらしを見つめ、いじめや差別に気づき、それをしない、させ

ない学級にしていきます。」6年生では、本当の仲間について考えて、「本当の仲間とつく

りもの仲間があると考えました。」「本当に困っている時に、みんなが手を差しのべられる

かわかりません。」「相手のことを考えたり、状況をみて話したりする力は必要だと思いま

す。6年生は、みんなが１つに力を合わせるとすごいパワーを出すクラスです。私は卒業

するとき、楽しく終わりたいです。そのために、今変わりたいです。」このような発表が

ありました。どの学年の内容も、また、その発表に対するお返しも、深く考えたものでし

た。これからの学校生活で生かしていけるようにしていきます。




